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議会だより

かみやま 2021.11.15
9月定例会

50第 号
記念号

神山に移住した、女性だけのグループ企画の「暮らしとアート蚤の市、か・み・や・まるけっと」
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「かま屋」オープニングセレモニー（3月1日）

町長からの所信表明……………………………3頁
平成29年度当初予算………………………4～6頁
3月定例会 一般質問……………………10～14頁

第33号
2017．5．15
3月定例会
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町長の諸般報告……………………………………3頁
補正予算・条例改正・請負契約・その他…4～6頁
6月定例会 一般質問………………………7～14頁

第41号
2019．8．15
6月定例会
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議会だより

かみやま

●第３回臨時会………………………………………  ２頁
●行政等の報告………………………………………  ４頁
●令和 2 年度補正予算、その他  …………………  ５頁
●令和元年度一般会計・特別会計決算認定 … ６～７頁
●９月定例会一般質問…………………………８～13頁

2020.11.15
9月定例会

46第 号

６月定例会

2009.8.15

2

山に活きた先人達の苦労の結晶、広大な人工林

上分花の隠里 ５月５日（子供の日）
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神神山山でで新新鮮鮮なな魚魚がが神神山山でで新新鮮鮮なな魚魚がが神山で新鮮な魚が

食食べべらられれまますす！！食食べべらられれまますす！！食べられます！

毎毎週週木木曜曜日日にに道道のの駅駅でで毎毎週週木木曜曜日日にに道道のの駅駅でで毎週木曜日に道の駅で

魚魚をを販販売売ししてていいまますす。。魚魚をを販販売売ししてていいまますす。。魚を販売しています。

＜5月21日空海の道ウォーク柳水庵ポイント＞

町長からの行政報告……………………………3頁
町事業の実施状況調査…………………………7頁
6月定例会 一般質問……………………8～11頁
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神山町議会の議員の定数を定める条例………………4頁
平成30年度一般会計・特別会計決算認定………4～5頁
9月定例会 一般質問……………………………8～16頁

第42号
2019．11．15
9月定例会

発行／神山町議会（〒771‐3395 徳島県名西郡神山町神領字本野間100 TEL088‐676‐1511（IP2002）FAX088‐676‐1100）発行／神山町議会（〒771‐3395 徳島県名西郡神山町神領字本野間100 TEL088‐676‐1511（IP2002）FAX088‐676‐1100）

発行／神山町議会（〒771-3395　徳島県名西郡神山町神領字本野間100　TEL 088-676-1511（IP2002） FAX 088-676‐1100）

●12 月定例会………………………………………  ２頁
●町長の行政等の報告………………………………  3 頁
●令和 2 年度一般会計補正予算…………………… 4 頁
●12 月定例会一般質問…………………………5～9頁

議会だより

かみやま 2021.2.15
12月定例会

47第 号

９月定例会

2009.11.13

3

下分七夕まつり、準備の１コマ

鮎喰川 下分字今井、宮前橋下流１００�附近 平成２３年９月３日 台風１２号直後
発行／神山町議会［〒７７１‐３３９５徳島県名西郡神山町神領字本野間１００ TEL．０８８・６７６・１５１１（IP２００２）FAX．０８８・６７６・１１００］
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＜上角松葉連による棒搗き（15頁に説明）＞

町長からの行政報告………………………………3頁
平成28年度一般会計・特別会計決算認定…6～7頁
9月定例会 一般質問………………………8～11頁
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9月定例会
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第43号
令和 2 年 2 月15日発行1

新しい議会構成…………………………………… ２～ ３頁
町長の諸般報告………………………………………… ５頁
令和元年度補正予算、条例制定、条例改正、その他… ６～ ７頁
1２月定例会　一般質問…………………………… ８～1３頁
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第 43 号
2020．2 ．15
12月定例会
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議会だより

かみやま 2021.5.15
3月定例会

48第 号

●３月定例会…………………………………………  ２頁
●所信表明……………………………………………  ３頁
●令和 3 年度当初予算、令和 2 年度補正予算  …  ４～７頁
●３月定例会一般質問…………………………８～11頁

１２月定例会

2010.1.15

4

案山子が賑やかに迎えてくれる、ほのぼの阿川の里案山子が賑やかに迎えてくれる、ほのぼの阿川の里

阿川かかし夢街道
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下
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下分よこの市は、

地域の横の人たちと手をつなぎ

集う場づくりを目的に、

平成２６年から始まりました。

主催：下分まちづくり実行委員会

下分よこの市は、

地域の横の人たちと手をつなぎ

集う場づくりを目的に、

平成２６年から始まりました。

主催：下分まちづくり実行委員会

下分よこの市は、

地域の横の人たちと手をつなぎ

集う場づくりを目的に、

平成２６年から始まりました。

主催：下分まちづくり実行委員会

＜下分保育所クリスマス会を楽しむ子どもたち＞

町長からの行政報告………………………………4頁
平成29年度補正予算…………………………5～6頁
12月定例会 一般質問………………………7～11頁
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議会だより

かみやま 44第
2020.5.15
3月定例会
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議会だより

かみやま

６月定例会……………………  ２頁
町長の諸般報告………………  ３頁
令和 3 年度補正予算…… ４～５頁
６月定例会一般質問……６～12頁

2021.8.15
6月定例会

49第 号

議会だより

第第55号号
22001100..55..1155

３月定例会

地地域域をを思思うう人人達達がが集集うう、、江江田田棚棚田田のの春春
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鬼籠野 神山さくら道
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＜ゆうかの里桜まつり＞

町長の諸般報告、所信表明………………………3頁
平成30年度当初予算…………………………4～7頁
補正予算・条例の一部改正等………………8～10頁
3月定例会 一般質問………………………11～13頁

第37号
2018．5．15
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議会だより

かみやま 45第
2020.8.15
6月定例会

号

●第２回臨時会………………………………………  ２頁
●町長の諸般報告……………………………………  ４頁
●令和 2 年度補正予算、その他……………… ５～６頁
●６月定例会一般質問…………………………７～12頁

第6号
平成22年8月15日発行

雨の中、鮎喰川原の草刈りと清掃活動に励む、粟生野衛生組合の皆さん  平成22年６月13日㈰

発行╱神山町議会　〒771-3395　徳島県名西郡神山町神領字本野間100
tel.088-676-1511（IP2002） fax.088-676-1100

議会だより

6月定例会

第6号
2010.8.15

下分たなばた飾り
発行／神山町議会［〒７７１‐３３９５徳島県名西郡神山町神領字本野間１００ TEL．０８８・６７６・１５１１（IP２００２）FAX．０８８・６７６・１１００］

下分てくてく栗生野＜てくてく笑みの会＞

新しい議会構成………………………………2～3頁
平成29年度一般会計・特別会計決算認定…7～8頁
6月定例会一般質問…………………………9～12頁
9月定例会一般質問…………………………13～15頁

第38号
2018．11．15
9月定例会
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第7号
平成22年11月15日発行

上分地区敬老会で熱演する、神領小学校学童保育の皆さん  平成22年９月26日
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9月定例会
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岩手県宮古市田老地区大津波の被災後風景 ２０１２．１０．２５撮影

発行／神山町議会［〒７７１‐３３９５徳島県名西郡神山町神領字本野間１００ TEL．０８８・６７６・１５１１（IP２００２）FAX．０８８・６７６・１１００］

＜恒例の、上分新春互礼寒歩（1月2日）＞

町長の諸般報告……………………………………3頁
平成30年度補正予算、条例改正、その他…4～5頁
12月定例会 一般質問………………………6～13頁

第39号
2019．2．15
12月定例会

発行／神山町議会（〒771‐3395 徳島県名西郡神山町神領字本野間100 TEL088‐676‐1511（IP2002）FAX088‐676‐1100）発行／神山町議会（〒771‐3395 徳島県名西郡神山町神領字本野間100 TEL088‐676‐1511（IP2002）FAX088‐676‐1100）

＜阿川二ノ宮神社で阿川梅まつりでの笠踊り＞

町長の諸般報告、所信表明………………………3頁
平成31年度当初予算…………………………4～6頁
補正予算・条例一部改正等…………………7～8頁
3月定例会 一般質問………………………9～16頁

第40号
2019．5．15
3月定例会
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９月定例会··································· 8頁
令和３年度補正予算、その他······ 9頁
令和２年度一般会計・
特別会計認定·················· 10～11頁
９月定例会一般質問········ 12～15頁
ふるさと納税、その他······ 16～17頁
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決
す
る
ひ
と
つ

の
場
が
議
会
で
あ
る
。

　
内
容
充
実
の
手
段
と
し
て
用
語
の

解
説
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
採
用
、
投
稿

コ
ー
ナ
ー
特
に
若
い
人
（
中
学
生
、

高
校
生
）
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
。

そ
し
て
議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
な

が
れ
ば
…
…
。

　
今
、
人
の
動
き
、
物
の
動
き
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
各
地
域
の
生
の
声

見
え
な
い
も
の
を
見
る
、
分
析
力
が

必
要
で
は
な
い
の
か
、
議
会
の
存
在

感
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
我
々
住
民
も
時
代
へ
継
ぐ
た
め
に

今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
徳
島
が
好
き
に
な
る
」
本
よ
り

引
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
あ
な
た
に
と
っ
て
神
山
の
よ
さ
好

き
な
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。

●
町
外
の
人
が
神
山
に
き
た
ら
何
を

す
す
め
ま
す
か
。

●
神
山
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
け
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

●
神
山
の
未
来
の
た
め
に
あ
な
た
は

何
を
し
ま
す
か
。

名誉議員会　会長　木元　史幸

「議会だよりかみやま」は本号で第50号となりました。
そこで、第50号記念にあたり名誉議員会 木元史幸会長、
議長、副議長、各委員会委員長、副委員長に議会運営、

委員会報告などをつづっていただきました。

「議会だよりかみやま」「議会だよりかみやま」
第50号発刊記念に寄せて第50号発刊記念に寄せて

議会だより
発刊50号記念によせて
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議
会
だ
よ
り
は
、
平
成
12
年
５
月
に
坂

口
議
長
の
時
代
に
第
1
号
が
発
刊
さ
れ
現

在
第
50
号
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
の
諸
先
輩
議
員
の
広
報
委
員
の

方
々
の
ご
努
力
、
御
苦
労
に
対
し
、
心
か

ら
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
町
議
会
に
と
っ

て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
も
大
切

な
議
会
だ
よ
り
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

議
員
一
同
、
町
政
内
容
、
議
会
内
容
を
充

実
し
た
お
知
ら
せ
が
出
来
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
大
埜
地
集
合
住
宅
も
完
成

し
、
環
境
が
整
っ
た
中
、
多
く
の
町
民
の

方
が
住
ま
い
さ
れ
て
お
り
、
２
年
連
続
、

社
会
動
態
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
町
外
の

方
が
神
山
に
す
こ
し
で
も
興
味
も
っ
て
も
ら
い
移
住
で
な
く
定
住
し
て

も
ら
え
る
町
と
な
る
よ
う
私
共
議
員
も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
ら
た
に
神
山
中
学
校
建
設
工
事
が

行
わ
れ
て
い
て
、
令
和
4
年
2
月
末
、
完
成
予
定
で
す
。
未
来
の
神
山

町
を
担
う
子
供
た
ち
が
よ
り
よ
い
環
境
で
勉
学
に
励
め
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
議
員
活
動
が
制
限

さ
れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
行
事
、
研
修
会
等
も
充
分
出
来
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
最
後
に
町
民
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
御
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

第50号発刊記念に
あたり

副議長

森本　孝夫

　
「
議
会
だ
よ
り
か
み
や
ま
」
第
50
号
記
念
誌

を
発
刊
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
り
ま
す
。
第
１
号
は
、
２
０
０
９

年
３
月
定
例
議
会
で
決
定
、
５
月
発
刊
。
当

時
は
、
定
例
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
等
を

「
広
報
か
み
や
ま
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
が
、
町
民
の
皆
様
に
議
員
の
議
会
活
動
を

よ
り
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
議
会

だ
よ
り　

か
み
や
ま
」
を
年
４
回
発
行
す
る

こ
と
に
。　

　
さ
て
、
こ
の
１
年
半
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
と
い
う
世
界
規

模
で
の
災
害
に
直
面
し
、
難
し
い
議
会
運
営

で
は
あ
り
ま
し
た
。
本
町
議
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
議
員
活
動
の
自

粛
や
制
限
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
中
、
令
和
２

年
６
月
定
例
議
会
に
議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
を
設
置
し
森
一
博
委
員
長
を
先
頭
に
、
行
政
を
担
う
両
輪
の
一
翼
と
し
て

機
能
し
て
い
く
た
め
に
、
議
員
資
質
の
向
上
、
議
員
間
討
議
の
活
性
化
、
企

画
立
案
能
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
神
山
町
政
発
展
の
た
め
に
、
誠
心

誠
意
、
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委

員
会
で
は
町
民
の
皆
様
が
、
解
り
や
す
く
、
見
や
す
く
、
伝
え
て
い
け
れ
ば

と
切
磋
琢
磨
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
第
50
号
発
行
に
際
し
て
、
今
日
の
神
山
町
を
築
い
て
き
た
先

輩
議
員
の
皆
様
の
足
跡
と
、
12
年
余
り
の
議
会
活
動
の
記
録
を
発
刊
し
、
町

民
の
皆
様
に
私
ど
も
の
議
会
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
い
た
だ
き
、
神
山
町
の

将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。　

「議会だよりかみやま」
第50号記念

議長

河野　雅俊
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令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
、
本
年
度
予
定
し
て
い
た
各
種
会
合
が
中
止
と
な

り
書
面
決
議
が
多
く
な
り
ほ
と
ん
ど
会
議
が
開
け
な
い

状
態
が
続
い
た
。
感
染
拡
大
は
治
ま
る
ど
こ
ろ
か
第
５

波
が
９
月
上
旬
発
症
し
変
異
株
の
デ
ル
タ
株
が
猛
威
を

ふ
る
い
首
都
圏
等
６
大
都
市
を
直
撃
し
我
が
国
の
各
方

面
に
甚
大
な
経
済
的
、
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

国
民
生
活
へ
の
不
安
が
続
い
て
い
る
。
直
撃
し
た
首
都

圏
で
は
重
症
患
者
が
続
出
し
て
医
療
体
制
が
整
わ
ず
救

命
機
器
が
足
ら
ず
死
者
が
増
大
し
た
。
そ
の
後
鎮
静
化
し
９
月
30
日
現

在
緊
急
事
態
宣
言
を
解
除
し
た
が
飲
食
業
、
カ
ラ
オ
ケ
屋
等
は
当
分
時

間
制
限
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
な
の
で
マ
ス
ク
は
必

要
な
の
で
必
ず
掛
け
る
習
慣
を
身
に
つ

け
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
感
染
を
防
ぎ

自
分
自
身
の
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
く
終
息
し
、
２

年
前
の
よ
う
な
普
通
の
生
活
状
態
に
戻

る
事
を
祈
る
だ
け
だ
。
又
最
近
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
で
は
日
本
の
某
薬
品
メ
ー

カ
ー
が
飲
み
薬
で
効
果
が
あ
る
薬
を
開

発
中
だ
そ
う
で
す
が
早
く
厚
生
労
働
省

も
認
可
し
て
全
世
界
の
人
々
が
健
康
で

明
る
い
生
活
が
送
れ
る
日
が
ま
ち
ど
お

し
い
。

　

神
山
町
の
人
口
は
、
10
月
１
日
現
在
で
５
，０
１
８

人
で
す
。
そ
の
半
数
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の

方
々
で
す
。
高
齢
者
の
一
人
一
人
が
安
心
し
て
こ
の
町

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
施

設
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、自
分
や
家
族
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、

ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
で
不
安
や
困
り
ご
と
を
か
か
え
て

い
る
方
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
そ
の
よ
う
な
方
々
と
周
り
の
方
々
が
連
携
し
な
が
ら
助
け
合
え

る
町
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
神
山
町
に
は
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て

世
代
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
が
活
動
的

に
か
つ
尊
厳
の
あ
る
、
そ
の
人
ら

し
い
生
活
を
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
、
私
た
ち
も
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総務文教厚生常任委員会

委員長　新居　榮二

総務文教厚生常任委員会総務文教厚生常任委員会

委員会より委員会より

総務文教厚生常任委員会

副委員長　志甫　　守
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
国
・
県
・
町
道
の
改
良

整
備
促
進
、
地
域
の
安
心
安
全
の
確
保
の
た
め
の
危
険

箇
所
等
の
発
掘
、
地
場
産
業
の
育
成
と
農
林
業
の
振
興

や
陰
切
り
対
策
、
雇
用
対
策
、
耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど

広
範
囲
の
問
題
解
決
に
む
け
活
動
す
る
委
員
会
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
神
山
町
、

５
年
10
年
先
を
考
え
る
と
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
と
消

滅
集
落
の
拡
大
な
ど
誰
に
で
も
考
え
ら
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
の
改
良
工
事
を
一
つ
み
て
も
、
平
成
14
年
か
ら
中
断
し
て
ま
だ

開
通
の
目
途
も
た
っ
て
い
な
い
金
泉
地
区
や
平
成
22
年
完
成
し
た
が
ま

だ
利
用
出
来
な
い
川
又
橋
な
ど
の
問
題
、
倉
羅
ト
ン
ネ
ル
…
…
20
年
前

ま
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
近
年
爆
発
的
に
多
く
な
っ
た
鹿
の
食
害
な

ど
駆
除
だ
け
で
な
く
、
餌
と
な
る
放

置
さ
れ
た
果
物
等
の
除
去
対
策
等
新

た
な
視
点
も
加
え
て
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　
こ
れ
ら
各
種
問
題
を
一
挙
に
解
決

す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
一
歩
で

も
半
歩
で
も
地
道
に
前
に
進
め
て
住

み
よ
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
神
山
町

づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
出
来
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
年
間
を
と
お
し
て
次
の
事
柄
に
つ
い

て
住
民
の
皆
様
の
要
望
等
を
町
の
担
当
の
方
へ
取
り
次

い
だ
り
、
出
向
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

⑴　
�

国
・
県
・
町
道
の
改
良
整
備
促
進
の
た
め
の
調
査

に
つ
い
て

⑵　

�
地
域
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
危
険
箇
所

の
調
査
に
つ
い
て

⑶　
地
場
産
業
の
育
成
と
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

⑷　
陰
切
り
対
策
に
つ
い
て

⑸　
雇
用
対
策
に
つ
い
て

⑹　
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

　

最
近
で
は
、
道
路
の
補
修
と
か
、

陰
切
り
、
食
害
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

こ
と
な
ど
地
域
の
人
で
な
い
と
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
、
よ
く
言
っ
て
き
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん

議
員
を
使
っ
て
い
た
だ
い
て
解
決
す

る
お
手
伝
い
が
出
来
た
ら
私
た
ち
も

う
れ
し
い
で
す
。

産業建設常任委員会

委員長　白土　義信

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

委員会より委員会より

産業建設常任委員会

副委員長　平岡　晴喜
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委
員
会
と
し
て
の
目
的
は
議
会
が
行
政
を
担
う
両
輪
の

一
翼
と
し
て
議
員
資
質
の
向
上
、
議
員
の
な
り
手
不
足
の

解
消
・
多
様
な
人
材
確
保
や
災
害
時
の
議
員
の
役
割
調
査

等
を
行
い
、
結
果
を
全
員
協
議
会
に
か
け
議
員
間
討
議
の

活
性
化
や
、企
画
立
案
能
力
の
向
上
を
目
指
す
事
で
あ
る
。

　
開
設
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
業
務
の
省
力
化
・
時

間
短
縮
と
経
費
節
減
と
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
で
あ
る
。
現
在
は
数
回
の
全
員

協
議
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
理
事
者
へ
向
け
て
要
望

を
展
開
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
に
資
質
向
上
研
修
と
し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト

研
修
を
行
い
、
聞
く
・
主
張
す
る
能
力
を
伸
ば
す
事
を
目
的
と
し
、
現
在

ま
で
２
回
の
実
施・振
り
返
り
を
終
え
て
い
る
。
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
リ
モ
ー
ト
・
録
画
配
信
の
で
き
る
傍
聴
を
目
指
し
、

試
験
運
用
と
し
て
リ
モ
ー
ト
は
中
学
生
議
会
時
に
ス
ダ
チ
会
議
室
へ
の
配

信
、録
画
配
信
に
つ
い
て
は
一
般
質
問
の
録
画
保
存
ま
で
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
実
用
化
に
向
け
て
委
員
会
で
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
沢
山
の
目
的
が
あ
る
中
で
未
だ
３
点
の
項
目
し
か
取
組
め
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
早
急
に
現
時
点
で
の
懸
案

を
解
決
し
、
順
次
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
る
。
今
期
初
め
て
開
設
さ

れ
た
委
員
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
再
来

年
の
末
に
は
何
か
し
ら
の
成
果
の
ご

報
告
が
出
来
る
よ
う
引
き
続
き
、
住
民

の
付
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
魅
力
あ
る

議
会
を
目
指
し
、
本
特
別
委
員
会
が
起

点
と
な
れ
る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
た

い
。

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
の
活
動
と
し
て
、
定
例

会
の
後
に
町
民
の
皆
様
へ
議
会
の
内
容
、
活
動
を
年
４

回
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
で
発
刊
し
て
お
り
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
第
１
号
は
２
０
０
９
年
の
５
月
に
発

刊
さ
れ
て
、
12
年
間
ご
愛
読
し
て
頂
き
、
歴
史
が
残
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
第
１
号
発
刊
時
の
議
長
坂
口
一
之
氏
の
言
葉
で
「
議

会
だ
よ
り
を
一
歩
進
め
広
聴
の
場
へ
」
を
実
現
で
き
れ

ば
と
思
い
試
行
錯
誤
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
と
と
も
に
、
議
会
の
内
容
を
放
送
出
来
な
い
か
協
議
し

て
お
り
、
テ
レ
ビ
放
送
は
無
理
で
も
Ｙ
ｏ
ｕ�
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
が
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
将
来
配
信
が
で
き
れ
ば
、
傍
聴
し
た
く
て

も
で
き
な
い
方
々
に
何
時
で
も
議
会
の
内
容
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
よ
り
議
会
の
内
容
が
皆
様
に
伝
わ
り
や
す
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
に
は
若
者
に
議
会
へ
の
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
、
議
員
の
資
質
向

上
な
ど
も
含
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
し

て
い
る
今
日
、
議
会
だ
よ
り
も
柔
軟

に
対
応
し
て
参
り
た
い
、
そ
し
て
町

民
の
皆
さ
ま
と
の
架
け
橋
に
な
る
よ

う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議会広報調査特別委員会議会広報調査特別委員会

議会活性化特別委員会議会活性化特別委員会

委員会より委員会より

議会広報調査特別委員会

委員長　髙橋　義英

議会活性化特別委員会

委員長　森　一博
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人
口
問
題
で
、
神
山
町
は
2
年
連

続
社
会
増
と
な
っ
た
。
前
年
は
4
人

増
、
そ
し
て
今
年
は
27
人
増
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
積
み
重
ね
の
成
果

が
少
し
ず
つ
現
れ
て
き
た
と
感
じ
て

い
る
。
神
山
町
に
と
っ
て
も
さ
ら
に

地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状

況
は
、
神
山
町
に
お
い
て
は
、
8

月
30
日
現
在
で
2
回
接
種
完
了
者

は
74
・
4
％
、
65
才
以
上
で
は
91
・

0
％
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
方
に

接
種
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
コ
ロ
ン

ビ
ア
株
、
ミ
ュ
ー
株
と
言
わ
れ
る
変

異
株
が
、
国
内
に
入
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
も
う
一
度
原
点
に
立
ち
返
っ

て
感
染
予
防
策
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

8
月
の
大
雨
に
つ
い
て
、
台
風
9

号
及
び
10
号
、
線
状
降
水
帯
の
影
響

で
、
全
国
的
に
8
月
で
は
記
録
的
な

大
雨
と
な
り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

災
害
が
多
く
発
生
し
た
。
徳
島
県
で

も
県
南
及
び
県
西
部
で
、
道
路
の
一

部
が
浸
水
し
た
。
神
山
町
は
、
降
り

始
め
の
雨
量
は
2
0
0
ミ
リ
弱
程

度
で
あ
っ
た
、
時
間
雨
量
で
も
18
日

の
朝
に
記
録
し
た
21
ミ
リ
が
最
高
の

雨
量
で
あ
っ
た
。
被
害
に
つ
い
て
は
、

落
石
に
よ
る
一
時
的
な
通
行
止
め
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
は
大
き
な

被
害
は
な
か
っ
た
。

　
避
難
所
も
開
設
し
職
員
を
配
置
し

た
が
、
自
主
避
難
者
や
避
難
者
は
0

人
で
あ
っ
た
。
避
難
者
0
人
と
い
う

の
を
見
た
と
き
、
町
の
レ
ベ
ル
3
高

齢
者
等
避
難
の
発
令
で
よ
か
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
今
回
は
5
月
20
日
か

ら
避
難
情
報
の
内
容
が
変
わ
り
、
避

難
勧
告
と
い
う
従
来
の
発
令
が
避
難

指
示
に
包
括
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

各
自
治
体
の
長
も
発
令
に
非
常
に
困

惑
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

当
然
住
民
の
方
も
今
後
ど
う
す
べ
き

か
、
今
ま
で
と
全
く
状
況
が
違
う
中

で
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
と
い
う

判
断
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
非
常
に

迷
わ
れ
る
と
思
う
。

　
最
近
の
異
常
気
象
、
線
状
降
水
帯

等
々
を
考
え
た
時
、
事
前
避
難
、
分

散
避
難
を
早
め
に
す
す
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。
特
に
防
災
訓
練
、
広

報
か
み
や
ま
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で

住
民
の
皆
様
に
ご
理
解
等
深
め
て
い

た
だ
き
、
肝
心
な
時
に
と
っ
さ
の
行

動
が
と
れ
る
よ
う
、
日
々
の
想
定
訓

練
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

令
和
3
年
度
の
地
方
交
付
税

の
算
定
が
終
わ
り
、
令
和
3
年
度

普
通
地
方
交
付
税
額
が
24
億
1
，

2
4
0
万
6
，0
0
0
円
と
な
り
、

昨
年
よ
り
1
億
9
，0
4
6
万
2
，

0
0
0
円
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
。

町
の
歳
入
の
4
割
程
度
を
占
め
る
地

方
交
付
税
だ
が
、
地
方
税
な
ど
自
主

財
源
が
脆
弱
な
団
体
に
と
っ
て
は
、

今
後
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、
歳
入
確
保
に
取
り
組
み
、
優
先

順
位
の
高
い
事
業
を
見
極
め
る
な
ど

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
利
用
に
、

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

10
億
5
，7
0
3
万
7
，0
0
0
円
を

追
加
。

　
総
務
費
、
神
山
町
ふ
る
さ
と
納
税

教
育
応
援
事
業
補
助
金
、
神
山
町
新

設
学
校
施
設
整
備
等
補
助
金
を
計

上
。

　
民
生
費
、
保
育
所
の
施
設
改
修
工

事
の
経
費
を
計
上
。

　
衛
生
費
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
の
経
費
を
計
上
。

　
農
林
水
産
費
、
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
交
付
金
事
業
に
か
か
る
経

費
を
計
上
。

　

商
工
費
、
ふ
れ
あ
い
公
園
の
改
修

工
事
の
経
費
を
計
上
。

　
土
木
費
、
町
道
の
維
持
工
事
の
経

費
を
追
加
計
上
。

　
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
つ

い
て
は
、
本
年
4
月
1
日
に
、
新
た

に
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行

さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
令
和
13
年

3
月
31
日
ま
で
の
10
年
間
の
時
限
立

法
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
新
た
な
過
疎
計
画
は
、
地
方

に
と
っ
て
非
常
に
有
利
な
も
の
で
あ

る
。
本
年
度
か
ら
5
箇
年
の
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
過
疎
債
の
借
り
入
れ

を
行
う
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
と

の
協
議
も
終
わ
っ
て
い
る
。

町長の諸般報告
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神山町議会�   9月 定 例 会
　9月定例会は、令和 3年 9月 8日から 17日までの 10日間の会期で開催した。
　令和3年度一般会計補正予算（第2号）･（第3号）、令和2年度一般会計・特別会計決算認
定のほか、条例の制定・一部改正・過疎地域持続的発展計画・財産の取得・固定資産評価委員
の選任・教育委員の任命などを含む15件及び議員発議案2件を審議し、可決・認定・同意した。
⃝令和 3年度神山町一般会計補正予算（第 2号）
⃝令和 2年度神山町一般会計歳入歳出決算認定
⃝令和 2年度神山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
⃝令和 2年度神山町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定
⃝令和 2年度神山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
⃝令和 2年度神山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
⃝�神山町個人情報保護条例及び神山町行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一
部改正

⃝神山町過疎地域持続的発展計画
⃝神山町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定
⃝神山町国民健康保険条例の一部改正
⃝財産の取得（神山中学校一般備品）
⃝神山町固定資産評価審査委員会委員の選任
⃝神山町教育委員会委員の任命
⃝令和 3年度神山町一般会計補正予算（第 3号）
⃝協定書の締結（神山町・神山まるごと高専設立準備財団）
⃝コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（議員発議案）
⃝女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書（議員発議案）

■要望及び陳情··
２件の要望及び陳情を、採択し意見書を提出した。
⃝コロナ過による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
⃝「女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書」の提出を求める意見書
　　　　　　　　　　　　　　　　　意見書提出先
　　　　　　　　　　　　　　　　　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　官房長官　他

2021年

  15日
一般質問
　�森本��孝夫�議員、平岡��晴喜�議員、新居��榮二�議員、白土��義信�議員
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議案第 41 号　令和３年度　一般会計補正予算（第 2 号）

議案第 54 号　令和３年度　一般会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ

歳入歳出それぞれ

予算総額

予算総額

10億5,703万円増額

900万円増額

64億6,862万円

64億7,762万円

歳入 寄附金 総務寄附金 ふるさと振興事業に対する指定寄附金 4億7,178万円

基金繰入金 基金繰入 まち・ひと・しごと創生推進事業基金繰入金 5億5,000万円

歳出 総務費 積立金 まち・ひと・しごと創生推進事業基金 2億5,100万円

企画費 神山町ふるさと納税教育応援事業補助金
神山町新設学校施設整備等補助金

2億1,851万円
5億5,000万円

地方創生推進費 大埜地集合住宅シンポジウム運営業務委託料 74万円

戸籍住民基本台帳費 個人番号カード交付記念品 150万円

民生費 児童福祉総務費 保育所施設改修工事 202万円

衛生費 し尿処理費 合併処理浄化槽設置整備事業補助金 116万円

農業費 農業振興費 農作物被害対策施設整備補助金 200万円

土木費 県単急傾斜地
崩壊対策事業費 県単急傾斜地崩壊対策工事（神領：中津地区） 337万円

住宅管理費 施設改修工事（コモンハウスエアコン増設） 27万円

歳出 農業費 農業振興費 神山町農産物販売促進事業補助金 700万円

商工費 新型コロナ対策事業所応援給付金 200万円

人事案件

〇神山町固定資産評価委員会委員の選任
北山祐一氏
神山町神領字大埜地　　任期：令和３年10月１日～令和６年９月30日

〇神山町教育委員会委員の任命
山口英二氏
神山町阿野字南行者野　任期：令和３年10月１日～令和７年９月30日
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令和２年度

決 算
一般会計と特別会計合わせ

●令和 2年度決算状況

●一般会計決算の内訳

会　計　区　分 一般会計
特　　別　　会　　計

計
国民健康保険 簡易水道事業 介護保険 後期高齢者医療

歳 入

令 和 ２ 年 度 65億9,456 8億3,704 1億7,296 10億6,484 1億3,165 88億107

令 和 元 年 度 55億4,929 8億1,296 3億5,420 10億6,477 1億1,877 79億1

増減額 10億4,527 2,408 △ 1億8,124 7 1,288 9億106

増減率（％） 18.8 3.0 △ 51.2 0.007 10.8 11.4

歳 出

令 和 ２ 年 度 62億1,430 8億3,107 1億6,564 10億4,285 1億3,132 83億8,519

令 和 元 年 度 52億5,664 7億9,154 3億4,999 10億4,906 1億1,844 75億6,568

増減額 9億5,766 3,953 △ 1億8,435 △ 621 1,288 8億1,951

増減率（％） 18.2 5.0 △ 52.7 △ 0.6 10.9 10.8

88億107万円 を 認 定‼

歳 入
65億

9,456万円

歳 出
62億

1,430万円

自主財源
　17億
　2，610万円
　　（26.2％）

依存財源
48億6，846万円
（73.8％）

その他
2億4,734万円
（4.0%）

公債費
4億876万円
（6.6%）

教育費
9億7,133万円
（15.6%）

消防費
2億2,625万円
（3.6%）

土木費
5億
5,048万円
（8.9%）

農林水産業費
4億6,109万円（7.4%）

衛生費
2億4,357万円（3.9%）

※令和２年度普通会計地方財政状況調査に基づくもので、決算額と一致しない。

民生費
10億5,174万円
（16.9%）

総務費
20億5,370万円
（33.1%）

その他
2億6,054万円（4.0%）

繰入金
5億
3,680万円
（8.1%）

その他
6億
9,315万円
（10.6%）

地方交付税
24億2,278万円
（36.7%）

国庫支出金
9億7,148万円
（14.7%）

県支出金
4億
4,296万円
（6.7%）

町債
7億
7,070万円
（11.7%）

町税
4億5,444万円（6.9%）

使用料・手数料
4,171万円
（0.6%）

（単位：万円：％）
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●令和２年度の財政状況

●令和２年度町税等未収金の状況

●基金残高（ 3月31日現在）

借入金や基金はいくらに
なっているのか
●町債現在高（ 3 月31日現在）

42億2,478万円

名　　称
指　　数

解　　　　　説
令和２年度 令和元年度

財 政 力 指 数 0.2 0.2 1に近く1を超えるほど財源に余裕がある。

経 常 収 支 比 率 76.0 80.1 財政構造の弾力性を判断する指数で、75％程度に収まるのが妥当と考え
られている。

実 質 公 債 費 比 率 2.5 2.3 全ての事業の公債費率で、18％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要。

区　　分
未　　収　　金 前年との比較

令和２年度 令和元年度 増減額 増減率（％）

町 税 9,990,411 10,916,622 △ 926,211 △ 8.5

町 営 住 宅 使 用 料 1,469,000 1,144,200 324,800 28.4

国 民 健 康 保 険 税 5,302,779 6,127,644 △ 824,865 △ 13.5

簡 易 水 道 使 用 料 276,280 306,610 △ 30,330 △ 9.9

介 護 保 険 料 232,500 429,300 △ 196,800 △ 45.8

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 26,900 92,150 △ 65,250 △ 70.8

計 17,297,870 19,016,526 △ 1,718,656 △ 9.0

一

般

財政調整基金 30億6,519

減債基金 9億3,248

その他の基金 48億6,797

国

保

財政調整基金 8,855

その他の基金 500

水

道
簡易水道事業基金 3,128

介

護

介護給付費準備基金 1億3,955

その他の基金 0

（単位：円：％）

（単位：％）

税の公平化と収納に努力を～町税等　滞納総額　1,729万円

　決算額では総務費が 2,053,704,899 円、33.1% で
最も多く、次いで民生費 1,051,749,141 円、16.9%、
教育費 971,332,864 円、15.6％などとなっている。
　前年度との増減率でみると、教育費で 135.3%、総
務費で 41.8%、消防費で、15.9% 増加しているのに
対し、災害復旧費が 34.5%、土木費が 23.3% 減少と
なっている。
　増加している主なものとしては、中学校建設工事、
特別定額給付費、新型コロナ対策生活応援給付金、施
設修繕工事、避難所緊急安全対策改修工事などによる
ものである。
　町税の収入未済額は 999 万円で、前年より 92 万
円減少している。「一層の徴収に努力するように」監
査委員からの指摘である。

令和２年度
「一般会計・特別会計」決算を認定

（単位：万円）
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●
質
問
3
●

　

 

町
内
の
文
化
財
に
つ
い
て

　
町
内
に
は
自
然
豊
か
な
環
境
の
中

に
貴
重
な
文
化
財
が
建
造
物
を
始
め

絵
画
・
彫
刻
・
板
碑
・
天
然
記
念
物

等
の
植
物
な
ど
地
域
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
が
数
多
く
存
在
す
る
が
、
そ

の
中
で
看
板
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
標
識
・
解
説
板
等
の
表
記
文
字
の

消
失
と
劣
化
し
て
い
る
所
も
見
受
け

ら
れ
草
と
低
木
に
覆
わ
れ
て
荒
廃
が

目
立
つ
所
も
見
ら
れ
る
。
貴
重
な
文

化
財
で
あ
る
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う

に
補
修
し
、
管
理
し
て
い
く
の
か
、

町
の
対
応
は
。

答
弁

教
育
委
員
会
教
育
次
長

　

建
造
物
、
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品

の
ほ
と
ん
ど
が
寺
院
、
神
社
の
所
有

で
、
史
跡
は
石
碑
や
石
塔
・
板
碑
、

天
然
記
念
物
は
個
人
所
有
と
な
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
が
汚
れ
や
傷
み

の
目
立
つ
も
の
は
毎
年
、
修
繕
費
を

予
算
計
上
し
、
対
応
し
て
い
る
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　

12
歳
未
満
の
子
ど
も
に
対
し
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、
安
全
性

が
、
現
在
の
所
確
認
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、ワ
ク
チ
ン
接
種
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
見
極
め
の
し
に
く
い
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
生
後
6
ヶ
月

か
ら
18
歳
以
下
の
高
校
3
年
生
相
当

ま
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
町
内
医
療
機
関
で
の
接
種
に
つ
い

て
は
無
料
と
し
、
少
し
で
も
流
行
を

抑
え
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
の
軽
減

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

再
問

　
現
在
国
の
基
本
方
針
と
し
て
、
12

歳
以
上
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る

が
、
12
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
ど

の
よ
う
に
感
染
防
止
を
強
化
し
て
い

く
の
か
。

答
弁

教
育
長

　
12
歳
未
満
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で

き
な
い
児
童
に
対
し
教
育
委
員
会
で

は
現
段
階
で
は
先
に
述
べ
た
よ
う
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
ほ
か
な

い
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問
1
●

宿
泊
療
養
施
設
等
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
５

波
は
デ
ル
タ
株
の
影
響
で
感
染
状
況

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
特
に
若
年
層
へ
の
感
染
急
拡
大

で
、
自
宅
待
機
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
も
増
え
て
い
る
。
現
在
徳
島
県
は
、

５
つ
の
施
設
で
4
0
0
病
床
を
確
保

し
て
対
応
し
て
い
る
が
、
軽
症
者
や

無
症
状
者
向
け
に
、
町
内
で
も
町
民

が
安
心
し
て一定
期
間
療
養
で
き
る
宿

泊
療
養
施
設
を
整
備
確
保
の
必
要
が

あ
る
の
で
は
と
思
う
。
町
の
考
え
は
。

答
弁

健
康
福
祉
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

軽
症
者
等
の
宿
泊
療
養
に
つ
い
て
主

体
は
都
道
府
県
及
び
保
健
所
設
置
市

等
と
な
っ
て
い
る
。

答
弁

町
長

　
県
下
一
円
に
感
染
爆
発
の
状
況
を

想
定
し
た
場
合
に
、
町
民
が
安
心
で

き
る
療
養
施
設
と
し
て
神
山
温
泉
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
現
在
施
設
の
改

修
中
で
あ
る
。
軽
症
者
の
町
民
向
け

の
療
養
施
設
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

●
質
問
2
●

　
学
校
現
場
の
感
染
対
策
に
つ
い
て

　
感
染
力
の
強
い
デ
ル
タ
株
の
影
響

で
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
子
供
た
ち
の

感
染
が
急
増
し
て
い
る
が
、
小
中
学

校
で
は
夏
休
み
が
終
わ
り
二
学
期
が

始
ま
り
学
校
で
の
感
染
が
心
配
さ
れ

る
が
、
現
在
感
染
防
止
策
と
し
て
、

マ
ス
ク
着
用
・
手
洗
・
消
毒
・
検
温
・

三
密
の
回
避
等
で
対
応
し
て
い
る
と

思
う
が
、
更
な
る
対
応
と
し
て
学
校

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い

く
の
か
。

答
弁

教
育
長

　
学
校
で
登
校
時
と
昼
休
み
の
2
回

の
検
温
及
び
健
康
観
察
を
行
い
手
洗

い
の
徹
底
・
マ
ス
ク
の
着
用
・
十
分

な
睡
眠
・
適
度
な
運
動
・
学
校
行
事

等
の
実
施
方
法
を
工
夫
し
て
い
る
。

森本孝夫�議員

一
般
質
問

代次石風呂解説板代次石風呂解説板

文化財指定標識文化財指定標識

➡➡
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●
質
問
1
●

　
公
民
館
の
指
定
管
理
に
つ
い
て

　
神
領
公
民
館
、
上
分
公
民
館
が
指

定
管
理
者
の
管
理
と
な
り
数
年
が
経

過
し
た
が
、
指
定
管
理
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
、
経
済
効
果
と
あ
わ
せ
て

お
答
え
願
う
。
又
今
後
他
の
公
民
館

等
の
運
営
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
計

画
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁

教
育
長

　
上
分
公
民
館
の
常
駐
職
員
は
上
分

に
移
住
し
て
き
た
方
で
地
域
の
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
職

員
が
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
る
、
よ
く

お
世
話
し
て
く
れ
る
等
良
い
方
向
に

い
っ
て
い
る
、
な
ど
の
意
見
を
聞
い

て
お
り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

　

来
館
者
数
は
、
平
成
29
年
1
，

7
4
4
人
、
平
成
30
年
1
，9
0
0

人
、
令
和
元
年
度
2
，9
4
6
人
と

大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
な
お
令
和

2
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
減
少
し
て
い
る
。

　
今
後
人
口
減
少
や
集
落
機
能
の
低

下
が
予
想
さ
れ
、
公
民
館
の
役
割
は

大
き
く
な
っ
て
い
く
。
任
せ
る
こ
と

が
で
き
る
人
材
や
団
体
が
い
る
か
、

会
計
年
度
任
用
職
員
や
集
落
支
援
員

の
活
用
と
そ
の
効
果
を
検
証
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

●
質
問
2
●

　

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

　
設
置
に
つ
い
て

　
令
和
2
年
度
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

搬
送
回
数
は
8
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

鬼
籠
野
喜
来
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
6

件
、
上
分
江
田
の
妙
法
寺
か
ら
2
件

と
な
っ
て
い
る
。
地
区
別
で
は
、
下

分
地
区
2
件
、
神
領
地
区
1
件
、
鬼

籠
野
地
区
2
件
、
阿
野
地
区
1
件
で

妙
法
寺
で
は
上
分
地
区
の
搬
送
実
績

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
に
入
り
8

月
ま
で
の
実
績
は
、
喜
来
ヘ
リ
ポ
ー

ト
７
件
、
妙
法
寺
1
件
、
ド
ク
タ
ー

カ
ー
が
3
件
と
増
加
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。

　
一
分
一
秒
で
も
早
く
搬
送
す
る
事

が
、
求
め
ら
れ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で

す
が
、
対
応
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ

て
い
る
。
そ
こ
で
提
案
と
し
て
平
成

27
年
度
廃
校
と
な
っ
た
小
中
学
校
の

跡
地
の
有
効
利
用
を
し
て
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
に
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

上
分
小
学
校
で
は
周
辺
人
家
か
ら
、

距
離
も
あ
り
校
庭
周
辺
の
木
を
伐
採

し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
す
れ
ば
利
用

出
来
る
の
で
は
と
考
え
る
。

　
こ
の
ほ
か
の
学
校
跡
地
も
少
し
手

を
入
れ
る
こ
と
で
利
用
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。

　

周
辺
住
民
の
同
意
が
え
ら
れ
れ

ば
、
利
用
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

　
誠
意
あ
る
回
答
を
願
う
。

答
弁

総
務
課
長

　

町
内
に
は
離
着
陸
で
き
る
場
所

は
、
12
箇
所
あ
る
。
上
分
地
区
は
妙

法
寺
駐
車
場
、
岳
人
の
森
駐
車
場
の

2
箇
所
。
設
置
基
準
は
、
地
表
面
が

平
坦
、4
ト
ン
に
耐
え
ら
れ
る
地
盤
、

進
入
と
離
脱
2
方
向
の
設
定
が
必
要

で
、
広
さ
直
径
30
メ
ー
ト
ル
、
進
入

角
が
10
度
以
下
で
外
縁
か
ら
50
メ
ー

ト
ル
以
内
に
10
メ
ー
ト
ル
以
上
の
障

害
物
が
な
い
事
が
条
件
。
平
成
11
年

に
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
上
空
偵
察
を
実

施
し
、
現
在
の
12
箇
所
と
な
っ
て
い

る
。
適
地
が
あ
れ
ば
今
後
検
討
し
て

い
く
。

平岡晴喜�議員

一
般
質
問

上分公民館上分公民館

鬼籠野喜来ヘリポート鬼籠野喜来ヘリポート
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屋
外
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
が
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
活
動
が
な
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
に
再
開
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。
社
会

教
育
の
面
か
ら
も
重
要
だ
と
考
え
る
の

で
、
説
明
を
求
め
る
。

答
弁

教
育
長

　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
団
体
の
行
事
に
つ
い
て
は
、

会
場
を
変
更
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
お

願
い
を
し
て
い
る
。

再
問

　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
兼
神
山
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た

が
、
表
札
に
も
そ
う
書
く
の
か
。

答
弁

教
育
長

　
神
山
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
神
山
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
表
札
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
決
ま
っ
て
お
ら

ず
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
々
問

　
某
設
計
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
神
山
中
学
校
体
育
館
と
示
さ
れ
て

い
る
が
、
町
民
体
育
館
と
ど
ち
ら
を
選

ぶ
の
か
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁

教
育
長

　
体
育
館
の
名
称
に
つ
い
て
も
、
町
民

体
育
館
兼
神
山
中
学
校
体
育
館
と
い
う

こ
と
に
し
て
い
る
。

再
々
々
問

　
教
育
長
の
ご
説
明
に
よ
る
と
体
育
館

も
神
山
町
民
体
育
館
兼
神
山
中
学
校
体

育
館
。
や
っ
ぱ
り
同
じ
よ
う
な
名
称
で

い
か
れ
る
の
か
。

答
弁

教
育
長

　
体
育
館
も
、
神
山
町
体
育
館
兼
神
山

中
学
校
体
育
館
と
い
う
名
称
に
な
る
。

●
質
問
1
-②
●

社
会
教
育
の
面
か
ら

　
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
充
実
し
て
い
る
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な
い
現
在
、
野

球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
な
ど
の

●
質
問
1
-①
●

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
件
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
9
月
議
会
で
中
学
校
設
計

業
務
委
託
費
4
，5
5
9
万
円
が
計
上

さ
れ
た
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
神
山
町

総
合
運
動
場
・
神
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
及

び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使
用
中
止
に
つ
い

て
」
と
し
て
、「
神
山
中
学
校
新
築
移

転
工
事
に
伴
い
、
神
山
町
民
運
動
場
お

よ
び
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
令
和
2
年
10
月

1
日
よ
り
使
用
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

神
山
町
総
合
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
神

山
中
学
校
開
校
予
定
の
令
和
4
年
4
月

よ
り
使
用
再
開
予
定
で
す
が
、
町
民
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
は
廃
止
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。」
と
書
か
れ
て
お
り

使
用
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
当
初
、
全
員
協
議
会
で
は
「
中
学
校

が
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
転
・
新
築
さ

れ
て
も
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
あ
く
ま
で

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
町
民
体
育

館
も
あ
く
ま
で
町
民
体
育
館
で
あ
る
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
町
民
体
育
館
の
優

先
使
用
権
は
、
町
民
に
あ
る
。」

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
引
き
続
き

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
体
育
館
の
建
設
資

材
置
き
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、
町
民
と

中
学
生
が
共
に
長
期
に
渡
っ
て
使
用
で

き
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
学
校
の
建
設
の

た
め
と
は
い
え
、
町
の
中
央
部
に
あ
る

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な
く
な
り
、

他
の
施
設
を
利
用
す
る
と
遠
く
な
り
、

不
便
に
な
る
町
民
の
方
や
学
校
教
育
に

も
支
障
が
で
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
お
考
え
な
の
か
を
。

ま
た
、
現
在
の
よ
う
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
使
え
ず
、
町
民
に
迷
惑
を
か
け
る

状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

答
弁

教
育
委
員
会
教
育
次
長

　

現
在
建
設
中
の
神
山
中
学
校
新
校

舎
建
設
に
伴
い
、
令
和
2
年
10
月
か
ら

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
新
校
舎
完
成
が
令
和
4

年
3
月
の
予
定
と
な
っ
て
る
の
で
、
神

山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
兼
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
隣
接
し
て
い
る
神
山
町
民

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
解

体
を
予
定
し
て
お
り
、
建
替
が
完
了
す

る
ま
で
の
間
は
、
町
民
の
皆
様
に
は
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
る
。

新居榮二�議員

一
般
質
問

神山中学校建設工事中の神山中学校建設工事中の
神山町民グラウンド神山町民グラウンド
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●
質
問
1
●

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
外

国
産
材
不
足
に
よ
る
神
山
杉

販
売
拡
大
に
つ
い
て

　
外
国
産
の
木
材
不
足
に
よ
り
、
木
材

価
格
が
非
常
に
高
騰
し
て
い
る
。
特
に
、

ア
メ
リ
カ
産
に
頼
っ
て
い
た
メ
ー
カ
ー
な

ど
は
杉
の
梁
や
桁
は
、
弱
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
て
、
積
極
的
に
は
使

わ
れ
て
い
な
い
。
神
山
町
で
は
、
神
山
杉

の
家
、
大
埜
地
集
合
住
宅
、
コ
モ
ン
ハ
ウ

ス
な
ど
公
共
施
設
に
も
使
用
し
た
実
例

な
ど
が
あ
り
、
神
山
杉
の
魅
力
を
町
外

へ
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
う
が
、
森
林
組
合
、
製
材
業
者
な
ど

と
も
協
議
を
し
て
、
木
材
高
騰
の
危
機

を
神
山
杉
を
売
り
込
む
好
機
と
と
ら
え
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
策
が
あ
る
の
か

を
お
聞
き
し
た
い
。

と
が
大
き
く
影
響
し
て
、
神
山
町
全
体
の

景
気
を
引
き
下
げ
て
い
る
と
い
う
の
は
事

実
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
な
か
、
生
ま
れ
て
い
る
の
が
民

間
の
住
宅
で
あ
る
「
神
山
杉
の
い
え
」
の

補
助
制
度
で
あ
る
。
間
違
い
な
く
第
1

歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
う
実
績
が
あ
る
。

　
地
方
創
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ

で
あ
る
、
地
域
内
経
済
循
環
の
考
え
の
も

と
に
、
神
山
町
の
木
を
使
っ
て
、
神
山
町

内
で
お
金
を
回
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方

に
よ
る
大
埜
地
集
合
住
宅
あ
る
い
は
コ
モ

ン
ハ
ウ
ス
等
々
も
完
成
を
み
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

豊
富
に
あ
る
木
を
単
に
P
R
一
つ
で

木
材
産
業
界
が
活
性
化
し
て
、
山
主
に

ま
で
お
金
が
落
ち
る
よ
う
な
状
態
が
到
来

す
る
か
と
い
え
ば
、
そ
ん
な
簡
単
な
も
の

で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
と
ら
え
て
好
機

と
し
て
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本

は
遅
れ
て
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
来
て
い
る

関
係
で
、
ま
だ
日
本
は
木
材
が
高
止
ま
り

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
安

定
し
た
状
況
を
見
据
え
て
、
林
業
活
性

化
協
議
会
で
協
議
を
重
ね
る
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
大
事
と
思
っ
て
い
る
。

　
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
山
林
労
務
者
、

い
わ
ゆ
る
切
り
手
、
山
仕
事
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
が
非
常
に
少
な
い
と
。
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
も
、
毎
年
の
よ
う
に

入
っ
て
き
て
い
る
が
、
長
続
き
し
な
い
こ

と
。
山
林
労
務
者
と
森
林
組
合
、
あ
る
い

は
林
業
業
者
、
製
材
業
者
、
大
工
、
建

築
業
者
、
消
費
者
も
含
め
て
林
業
活
性

化
協
議
会
を
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
将
来

に
向
け
て
神
山
町
の
林
業
産
業
を
活
性

化
で
き
る
よ
う
な
方
向
性
に
も
っ
て
い
く

た
め
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
し
合
い
の

場
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

10
月
1
日
施
行
の
「
改
正
公
共
建
築

物
等
木
材
促
進
法
」
で
、
法
律
が
改
正

さ
れ
あ
る
程
度
の
方
針
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
示
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
に
も

な
っ
て
い
る
。
こ
の
国
の
制
度
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
注

視
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
ら
を
利

用
し
て
神
山
町
も
や
っ
て
い
け
た
ら
、
木

材
産
業
界
は
潤
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

　
2
0
5
0
年
の
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
施
策

展
開
も
世
界
で
展
開
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
C
O
2
排
出
を
削
減
し
て
い
く
、

ゼ
ロ
に
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
山
の
持
つ
C
O
2
吸
収
源
、
効
果

と
い
う
の
も
訴
え
な
が
ら
施
策
展
開
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
弁

産
業
観
光
課
長

　

木
材
価
格
の
低
迷
や
、
生
産
量
の
減

少
に
危
機
感
を
抱
き
、
平
成
27
年
度
に

山
林
所
有
者
、
製
材
業
者
、
設
計
業
者
、

フ
レ
ッ
セ
な
ど
で
組
織
す
る
神
山
町
林
業

活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
町
産
材
認

証
制
度
を
作
っ
た
。
ま
た
、
神
山
杉
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
制
作
や
神
山
杉

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
神
山
杉

の
P
R
、利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
時
期
に
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と

し
て
大
埜
地
地
区
に
建
設
し
た
集
合
住

宅
や
コ
モ
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
は
町
産
材
認
証

制
度
を
活
用
し
て
町
産
材
で
建
設
し
た
。

現
在
建
設
中
の
神
山
中
学
校
で
も
、
木

材
の
使
用
は
町
産
材
と
指
定
を
し
、
広
く

公
共
施
設
で
活
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
民
向
け
に
は
町
産
材
使
用

住
宅
新
築
等
補
助
金
に
よ
る
取
り
組
み

に
よ
り
、
町
内
施
工
業
者
な
ど
は
率
先
し

て
町
産
材
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
も
広
く
町
民
の
皆
様
に
町
産
材

の
活
用
を
推
進
し
、
そ
の
P
R
効
果
が

町
内
外
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

答
弁

町
長

　
神
山
町
の
木
材
産
業
は
非
常
に
長
年

に
渡
り
低
迷
を
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ

白土義信�議員

一
般
質
問
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令和２年度
神山中学校建設工事　進捗状況

　神山中学校建設工事は１０月現
在、外部廻りのサッシが取付けられ、
内部では木工事、設備工事が行われ
ています。１１月初旬には、２階仕
上工事に着手する予定です。外壁に
関しては、１階玄関廻りの壁タイル
貼りの準備工事を行っています。

（令和 3年 10月中旬現在）

令和3年
7月

現　状

　
神
山
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
応

援
し
た
い
使
途（
事
業
）を
選
択
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、「
納
税
」
と

い
う
言
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
実

際
に
は
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
へ

の
「
寄
附
」
で
す
。

　

多
く
の
人
は
、
地
方
の
ふ
る
さ
と

で
生
ま
れ
、
そ
の
自
治
体
か
ら
医
療

や
教
育
な
ど
様
々
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
育
ち
、
や
が
て
進
学
や
就

職
を
機
に
生
活
の
場
を
都
会
に
移

し
、
そ
こ
で
納
税
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
都
会
の
自
治
体
は
税

収
を
得
ま
す
が
、自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
自
治
体
に
は
税
収
が
入
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、「
今
は
都
会
に
住
ん
で
い

て
も
、
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
ふ
る

さ
と
に
、
自
分
の
意
志
で
、
い
く
ら

か
で
も
納
税
が
で
き
る
制
度
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」、
そ
ん
な

問
題
提
起
か
ら
始
ま
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
は
年
々
利
用
者
が
増

加
し
て
お
り
、
令
和
2
年
度
の
全
国

の
ふ
る
さ
と
納
税
受
入
れ
件
数
は
、

約
3
，4
8
8
万
件
で
す
。

総務省ホームページより

神
山
町
ふ
る
さ
と
納
税
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

　
「
神
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
事
業
」
に
記
載
が
あ
る
事

業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
の
中

に
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
い
施
策
が
定
め
ら

れ
て
、
寄
附
を
す
る
企
業
は
大
き
な

事
業
ご
と
に
使
い
道
を
選
択
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
し
、
そ
の
事
業
の
な

か
の
詳
し
い
施
策
ご
と
に
選
択
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
を
選
択
し
た
と
し
て
も
、

個
人
版
と
同
じ
く
前
年
度
に
あ
っ
た

寄
附
は
一
度
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
推
進
事
業
基
金
」
に
積
み
立

て
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
の

た
め
の
様
々
な
施
策
に
使
わ
れ
ま

す
。

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

　

寄
附
さ
れ
た
お
金
は
一
度
「
ふ
る

さ
と
創
生
事
業
基
金
」
に
積
み
立
て

ら
れ
、
次
年
度
に
活
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
」
で
寄
附

の
あ
っ
た
お
金
は
「
里
山
み
ら
い
創

造
事
業
補
助
金
」
と
し
て
、
す
だ
ち

の
販
売
促
進
や
広
報
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
教
育
応
援
事
業
」
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
教
育
応
援
事
業
補
助
金
」
と

し
て
、
神
山
町
の
学
校
な
ど
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
に
、
新
た
な
教
育
機
会

を
提
供
し
、「
自
ら
考
え
、
行
動
し
、

生
き
抜
く
力
」
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
活
動
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
「
地
方
創
生
推
進

交
付
金
事
業
業
務
委
託
料
」
に
使
わ

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た

め
の
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

企業版個人版
神山町まち・ひと・しごと創生推進事業

●すまいづくり事業………… ４施策

●ひとづくり事業…………… ８施策

●しごとづくり事業………… ６施策

●循環の仕組みづくり事業… ４施策

●安心な暮らしづくり事業… １施策

●関係づくり事業…………… ６施策

１. ふるさと応援事業
　 →里山みらい創造事業補助金
　 ●住民参加と連携による活動を支援
２. 教育応援事業
　 →·ふるさと納税教育応援事業補助金
　 ●·町内保育所・小中学校・城西高校神山校・

高専

３.まちを将来世代につなぐプロジェクト
　 →地方創生推進交付金事業業務委託料

個 人 版 企 業 版

令和元年度   16,687,000 0（未実施）

令和 2 年度   72,603,000 205,000,000

令和 3 年度 247,783,000 794,950,000

（単位：円）

（令和元年度から令和3年度（9月末）までの寄附額）
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

議
会
の
動
き

■
11
月

15
日　

�

議
会
だ
よ
り
か
み
や
ま
発
行

19
日　
東
部
地
区
消
費
者
の
つ
ど
い

下
旬　
議
会
運
営
委
員
会

■
12
月

中
旬　
12
月
定
例
会

　
　
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

■
1
月

２
日　
令
和
４
年
神
山
町
成
人
式

９
日　

�

令
和
４
年
神
山
町
消
防
団
出
初

め
式

　

２
０
０
９
年
の
５
月
に
第
１
号
が
発
刊

さ
れ
１２
年
の
歲
月
が
た
ち
、
こ
の
度
の
議

会
だ
よ
り
で
第
５０
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
第
５０
号
の
表
紙
は
、
今
ま
で
の
議

会
だ
よ
り
の
表
紙
を
掲
載
し
ま
し
た
。
第

１
号
か
ら
第
４９
号
ま
で
の
表
紙
な
の
で
、

懐
か
し
い
と
思
っ
て
観
て
下
さ
れ
ば
幸
い

で
す
。

�
（
髙
橋　
義
英
）

賀
状
の
自
粛
に
つ
い
て

　
議
会
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、

年
賀
状
等
こ
れ
ら
に
類
す
る
挨
拶
状
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、法
律
を
遵
守
す
る
立
場
か
ら
、

年
賀
状
等
の
挨
拶
状
に
つ
い
て
は
、
ご
遠

慮
い
た
し
た
く
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

議
員
一
同

編
集
後
記

　
秋
の
お
彼
岸
入
に
議
会
最
終
日

を
迎
え
、
令
和
２
年
度
の
決
算
審

査
、
神
山
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
等
に
つ
い
て
等
15
議
案
を

審
議
し
可
決
、
認
定
、
同
意
し
閉

会
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
改
選
後
、
議
会
広
報
調

査
特
別
委
員
会
の
委
員
長
を
任
さ

れ
、歴
代
の
議
員
の
思
い
を
胸
に
、

町
民
の
皆
様
に
解
り
や
す
く
議
会

の
内
容
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
、

又
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
か

な
ど
、
試
行
錯
誤
し
た
２
年
間
で

し
た
。
議
会
だ
よ
り
の
内
容
も
変

え
て
い
き
た
か
っ
た
の
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
対
策
で
「
人
に
会
え
な
い
」「
出

て
い
け
な
い
」
２
年
間
で
し
た
。

収
束
の
め
ど
は
た
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
一
日
で
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
効
く
薬
が
出
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。

（
髙
橋　
義
英
）

● 

表
紙
写
真
説
明 

●

神山の

風 景

　
こ
の
写
真
は
、
９
月
２
日
下

　
こ
の
写
真
は
、
９
月
２
日
下

分
保
育
所
の
子
供
た
ち
が
、
近

分
保
育
所
の
子
供
た
ち
が
、
近

く
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を
し
た

く
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を
し
た

様
子
で
す
。
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
刃
の

様
子
で
す
。
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
刃
の

つ
い
た
ノ
コ
ギ
リ
鎌
で
刈
り
ま

つ
い
た
ノ
コ
ギ
リ
鎌
で
刈
り
ま

し
た
が
、
使
っ
た
こ
と
も
な
い

し
た
が
、
使
っ
た
こ
と
も
な
い

し
、
力
も
い
る
の
で
硬
か
っ
た

し
、
力
も
い
る
の
で
硬
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
上
手
に
使

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
上
手
に
使

い
自
分
の
刈
っ
た
稲
の
束
を
い

い
自
分
の
刈
っ
た
稲
の
束
を
い

い
顔
し
て
提
げ
て
い
ま
す
。
環

い
顔
し
て
提
げ
て
い
ま
す
。
環

境
の
い
い
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

境
の
い
い
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
地
域
の
人
た
ち
に
教
え

こ
と
を
地
域
の
人
た
ち
に
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
い
い
体
験

て
も
ら
い
な
が
ら
、
い
い
体
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自
分

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自
分

た
ち
で
刈
っ
た
稲
を
お
米
に
し

た
ち
で
刈
っ
た
稲
を
お
米
に
し

て
も
ら
い
給
食
で
食
べ
て
い
ま

て
も
ら
い
給
食
で
食
べ
て
い
ま

す
。
さ
ぞ
、
お
い
し
い
こ
と
で

す
。
さ
ぞ
、
お
い
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
ね
。

し
ょ
う
ね
。

（
白
土　
義
信
）

（
白
土　
義
信
）
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